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戦略重点科学技術 ： 科学技術を牽引する世界最高水準の次世代スーパーコンピュータ
【予算総額：８７億円（３５億円）】

領域・分野（個別技術）

戦略重点
科学技術
に含まれ

ない関連
施策

将来のスーパーコンピューティングのための要素技術の研究
開発（文部科学省） １２億円(１３億円)

目標

成果目標

○2012年度には
画期的な次世代材
料の設計や新薬
の革新的な設計な

どを可能とするシ
ミュレーションを実
現する。

○スーパーコン
ピュータの開発後
は、その要素技術

の高性能コン
ピュータおよび情
報機器への活用を
促進する。

計算科学による新たな知の発見・統合・創出事業（通称：PACS-CS）
（文部科学省：運営費交付金） 調整中(８億円)

革新的シミュレーションソフトウェアの研究
開発（文部科学省） １２億円(１２億円)

マルチスケール・マルチフィジックス現象の統合シミュレーション
（文部科学省：運営費交付金（JST))

調整中(１０億円)

分散共有型研究データ利用基盤の整備（通称：ＧＲＡＰＥ-DR) 
（文部科学省：科学技術振興調整費） 調整中(２億円)

ハードウェア
要素技術

計算機アー

キテクチャ
技術

２０１０年度までの

目標
2011年度末までの
本格稼動を目指し、
2010年度末までに
世界最高水準の演

算速度(10ペタ
FLOPS級)を誇る
スーパーコンピュー
タの主要部を製作、

完成させ、一部運
用を開始する。

シミュレー
ション技術

スーパーコンピュータ
システム技術

連携

最先端・高性能汎用スーパーコンピュータの最先端・高性能汎用スーパーコンピュータの
開発利用（文部科学省）開発利用（文部科学省）
８７億円（３５億円）

シミュレーション技術

基礎 応用

極端紫外線（ＥＵＶ）露光システム開発プロジェクト
（経済産業省：運営費交付金）

１７億円(１９億円)

６４億円(６０億円)

ＭＩＲＡＩプロジェクト （経済産業省：運営費交付金（NEDO））

次世代プロセスフレンドリー設計技術開発
（経済産業省：運営費交付金） １０億円(１０億円)

別の戦略重点科学技術
に含まれる関連施策

成果の
受け渡し

超高速コンピュータ網形成プロジェクト（ＮＡＲＥＧＩ）
（文部科学省）：平成15～１７年度システム

技術 ＩＴＢＬ（IT-Based Laboratory）構築及び活用
（文部科学省）：平成13～17年度
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戦略重点科学技術 次世代を担う高度ＩＴ人材の育成 【予算総額：1１億円(6億円)】

領域・分野（個別技術）

基礎 応用

先導的ＩＴスペシャリスト先導的ＩＴスペシャリスト
育成推進プログラム育成推進プログラム
（（文部科学文部科学省）省）
１１億円（６億円）

成果の

受け渡し

連携

セキュリティー技術

ソフトウェア開発技術

戦略重点科学技術

に含まれない関連施策

新興分野人材育成（文部科学省）
科学技術振興調整費 ４７４億円の内数
（科学技術振興調整費３９８億円の内数）

高度情報通信人材育成体系の開発（総務省）
４億円（２億円）

産学連携による実践的IT 教育の確立（経済産業省）
０億円（２億円）

IT スキル標準、組込みスキル標準、情報システムユーザースキル標準の普及及び高度化（経済産業省）
３億円（３億円）

情報処理技術者試験の運営（経済産業省）
３３億円（３５億円（試験受験料による独立会計））

情報通信人材研修事業支援制度（総務省）
４億円（３億円）

初等中等教育段階からの高度IT 人材の早期育成（経済産業省）
１億円（１億円）

未踏ソフトウェアの創造（経済産業省）
９億円（９億円）

研究開発目標

○2009年度までに、
大学・大学院におい
て産学連携による
人材育成プログラ
ムを開発・実施する
拠点形成を支援す
る。

成果目標

○2009年度までに、
世界最高水準のソ
フトウェア技術者と
して求められる専門
的スキルを有すると
ともに、社会情勢の
変化等に先見性を
持って柔軟に対処し、
企業等において先
導的役割を担う人
材の育成システム
を構築する。

目標

派遣型高度人材育成協同プラン（文部科学省）
４億円（３億円）
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設計技術
（超微細化・低消費電力化）

領域・分野
（個別技術）

基礎 応用

MIRAI プロジェクト
（経済産業省） ６４億円

（６０億円*）

極端紫外線（EUV）露光システム開発プロジェクト
（経済産業省） １７億円

（１９億円）

製造技術
（超微細化・低消費電力化）

製品企画力技術
２２億円
（２０億円）

半導体アプリケーションチッププロジェクト
（経済産業省）

戦略重点科学技術
に含まれない関連施策

【大
政
策
目
標
】
イ
ノ
ベ
ー
タ
日
本
〜
革
新
を
続
け
る
強
靱
な
経
済
・産
業
を
実
現

【個
別
政
策
目
標
】
現
在
の
半
導
体
の
動
作
限
界
を
打
ち
破
る
革
新
的
デ
バ
イ
ス
を
実
現
す
る
。

【主
な
成
果
目
標
】
○
45
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
レ
ベ
ル
以
細
の
微
細
化
を
可
能
と
す
る
半
導
体
プ
ロ
セ
ス
・材
料
技
術
を
確
立

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
更
な
る
微
細
化
技
術
の
進
展
も
見
据
え
つ
つ
、
世
界
最
先
端
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
Ｉ
Ｔ
利
活
用
社
会
の
基
盤
と
な
る
高
速
度
・低
消
費
電
力
デ
バ
イ
ス
を
実
現
す
る
。

○
高
効
率
機
能
性
デ
バ
イ
ス
及
び
設
計
技
術
を
実
現
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
Ｉ
Ｔ
利
活
用
を
実
現
す
る
。

目標

戦略重点科学技術 ： 次世代半導体の国際競争を勝ち抜く超微細化・
低消費電力化及び設計・製造技術 【予算総額： １１２億円 （１０８億円*）】

極端紫外（EUV）光源開発等の先進半導体製造技術の実用化
（文部科学省） １０億円

（８億円）他の戦略重点科学技術
に含まれる関連施策

・プロセス技術の標準化
・企業間のアライアンスの深化、再編 等

・日本発のトランジスタCAD（HiSIM）の国際標準化
・半導体ベンチャー協会の活動強化 等

製
品
競
争
力
の
強
化

最
先
端
大
規
模
半
導
体
工
場
の
実
現

次世代プロセスフレンドリー設計技術開発
（経済産業省）

１０億円
（１０億円）

半
導
体
産
業
の
競
争
力
の
強
化

最先端・高性能汎用スーパーコンピュータの開発利用（文部科学省）
８７億円
（３５億円）

戦略重点科学技術名：ナノ・材料分野「デバイス
の性能の限界を突破する先端的エレクトロニクス」

戦略重点科学技術名：情報通信分野「科学技術を牽引する
世界最高水準の次世代スーパーコンピュータ」

マスク設計・描画・検査総合最適化技術開発（18年度9億円）を統合

*一部が戦略重点
科学技術の対象
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領域・分野
（個別技術）

基礎 応用

次世代大型低消費電力ディスプレイ
基盤技術開発 （経済産業省） １３億円

（新規）
ディスプレイ技術

ストレージ技術

戦略重点科学技術
に含まれない関連施策

【
大
政
策
目
標
】
イ
ノ
ベ
ー
タ
日
本
〜
革
新
を
続
け
る
強
靱
な
経
済
・産
業
を
実
現

【個
別
政
策
目
標
】
日
本
発
の
革
新
的
な
情
報
家
電
を
実
現
し
世
界
に
普
及
す
る
。

【主
な
成
果
目
標
】
○
革
新
的
材
料
な
ど
に
よ
る
高
効
率
な
表
示
・発
光
デ
バ
イ
ス
を
用
い
た
次
世
代
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

を
実
現
し
、
大
画
面
・高
精
細
な
コ
ン
テ
ン
ツ
視
聴
を
可
能
と
す
る
な
ど
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
。

○

大
容
量
・高
速
・低
消
費
電
力
の
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
級
メ
モ
リ
・テ
ラ
ビ
ッ
ト
級
ス
ト
レ
ー
ジ
を
実
現
し
、

種
々
の
環
境
に
お
い
て
増
大
す
る
情
報
量
に
対
応
し
た
高
効
率
な
情
報
の
蓄
積
を
実
現
す
る
。

目標

戦略重点科学技術 ： 世界トップを走り続けるためのディスプレイ・
ストレージ・超高速デバイスの中核技術 【予算総額： ２７億円 （８億円） 】

高機能化システムディスプレイプラットフォーム

技術開発 （経済産業省） ４億円
（６億円）

スピントロニクス不揮発性機能

技術プロジェクト （経済産業省）

８億円
（８億円）

高機能・超低消費電力
コンピューティングのた

めのデバイス・システム
基盤技術の研究開発
（文部科学省）

超高速技術 ６億円
（新規）

ディスプレイパネルメーカの再編

競争相手国と比して遜色のない税制
・減価償却制度の見直し

他の戦略重点科学技術

に含まれる関連施策
６４億円
（６０億円*）

有機発光機構を用いた高効率照明の開発
（経済産業省） ４億円

（新規）

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
産
業
の

競
争
力
強
化

戦略重点科学技術名：情報通信分野「次世代半導体の国際

競争を勝ち抜く超微細化・低消費電力化及び設計・製造技術」

MIRAIプロジェクト （経済産業省）
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戦略重点科学技術： 世界に先駆けた、家庭や街で生活に役立つロボット中核技術【予算総額：41.5億円(18.2億円)】

基礎 応用

戦略的先端ﾛ戦略的先端ﾛ
ﾎﾞｯﾄ要素技術ﾎﾞｯﾄ要素技術
開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
【７つのﾐｯｼｮﾝ】

・柔軟物取扱い可能
生産ＲＴ

・人間・ﾛﾎﾞｯﾄ協調型
ｾﾙ生産ＲＴ

・片付け作業用ﾏﾆ
ﾋﾟｭﾚｼｮﾝＲＴ

・高齢者対応ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝＲＴ

・搬送ＲＴ

・被災建造物内移
動ＲＴ

・建設系産業廃棄
物処理RT

（（経済産業経済産業省）省）

成果の
受け渡し

連携

戦
略
重
点
科
学
技
術
に
含
ま
れ
な
い

関
連
施
策

人間支援型ﾛﾎﾞｯﾄ実用化人間支援型ﾛﾎﾞｯﾄ実用化
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ （（経済産業経済産業省）省）
・介護補助、リハビリ支援等の
作業を補助・支援するロボット
の開発及び実証実験

○
２
０
１
５
年
ま
で
に
、
各
ロ
ボ
ッ
ト
領
域
に
お
け
る
技
術
の
実
用
化

○
ロ
ボ
ッ
ト
を
構
成
す
る
高
性
能
な
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
信
頼
性
の
高
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
確
立

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
と
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
融
合
に
よ
る
人
と
共
存
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ロ
ボ
ッ
ト
）
の
実
現

目標

ｻｰﾋﾞｽﾛﾎﾞｯﾄ市場創ｻｰﾋﾞｽﾛﾎﾞｯﾄ市場創
出支援事業出支援事業
・ﾕｰｻﾞｰとﾒｰｶｰが共同し
た実際の現場に導入す

るｻｰﾋﾞｽﾛﾎﾞｯﾄの開発（安
全技術・評価手法開発）

・具体的な用途は、清掃、
案内、点検、工場内搬送、
警備等

（（経済産業経済産業省）省）

次世代ﾛﾎﾞｯﾄ実用化（万博）ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ次世代ﾛﾎﾞｯﾄ実用化（万博）ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
（（経済産業経済産業省）省） 【【終了終了】】

次世代ﾛﾎﾞｯ次世代ﾛﾎﾞｯトト共通基盤開発共通基盤開発
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ （（経済産業経済産業省）省）
・RTﾐﾄﾞﾙｳｪｱを実装した共通基盤
（画像、音声、運動制御）の開発

RTRTミドルウェア開発ミドルウェア開発
（（経済産業経済産業省）省） 【【終了終了】】

次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
知
能
化
技
術
開
発

次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
知
能
化
技
術
開
発

ＲＴシステム統合連携技術

安全・安心のためのロボット 他

家庭や街で生活に役立つロボット 他

家庭や街で生活に
役立つロボット

ロボット領域ロボット領域

先端ものづくりのため
のロボット

安全・安心のための
ロボット

安全で快適な移動の
ためのロボット

スムーズで直感的な
対話ができるロボット

ＲＴシステム統合
連携技術

ＲＴモジュール

高度化技術

人とロボットのインタ

ラクション技術

要素技術要素技術

ﾈｯﾄﾜｰｸ･ﾋｭｰﾏﾝ･ﾈｯﾄﾜｰｸ･ﾋｭｰﾏﾝ･
ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのの
総合的な研究開発総合的な研究開発
（ネットワークロボット技術）

（総務省）（総務省）

（（経済経済
産業産業省）省）

ﾛﾎﾞｯﾄ等によるﾛﾎﾞｯﾄ等によるITIT
施工ｼｽﾃﾑの開発施工ｼｽﾃﾑの開発
（（国土交通国土交通省）省）
・ある程度自律した作
業が可能なIT施工ｼｽ
ﾃﾑの開発

1.4億円 （1.5億円）

安全・安心のためのﾛﾎﾞｯﾄ

12.1億円 （11.0億円）

4.4億円 （4.2億円）

9.9億円 （9.0億円）
4.4億円 （4.0億円）

21.0億円 （新規）

4.0億円 （3.0億円）

ＲＴモジュール高度化技術

いちご収穫ロボットいちご収穫ロボット
の開発の開発
（農林水産省）（農林水産省）
・傷つけずに収穫適期の
いちご果実のみを選択
収穫する実用ロボットの

開発

先端ものづくりのためのﾛﾎﾞｯﾄ

18.9億円の内数（18.9億円の内数）
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戦略重点科学技術 ： 世界標準を目指すソフトウェアの開発支援技術 【予算総額：59億円(30億円)】

領域・分野（個別技術）

基礎

情報家電ｾﾝｻｰ・ﾋｭｰﾏ

ﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ活用技術

オープンソースソフト
ウェア技術

高信頼ソフトウェア
開発の基盤技術

ソフトウェア
の生産性向上技術

戦略重点科学技術
に含まれない関連施策

中小ＩＴベンチャー支援事業（経済産業省） ３億円(２億円)

○
産
学
官
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
践
を
通
じ
て
産
み
出
さ
れ
た
様
々
な
ソ
フ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
関
す
る
知
識
を
体
系
化
及

び
普
及
・
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
対
す
る
ユ
ー
ザ
満
足
度
の
向
上
を
目
指
す
。

○
次
世
代
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
開
発
の
信
頼
性
等
に
関
す
る
統
一
的
な
基
準
を
設
定
し
、
政
府
、
民
間
へ
の
適
用
を
実
施
す
る
。

○
我
が
国
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
の
競
争
力
の
底
上
げ
を
図
る
と
と
も
に
、
政
府
を
含
め
た
ユ
ー
ザ
の
有
効
な
選
択
肢
の
拡
大
を
図
る
。

目標

未踏ソフトウェア創造事業（経済産業省） ９億円(９億円)

ソフトウェアの開発における信頼性・生産性の向上

高信頼組込みソフトウェア開発支援

産学連携ソフトウェア工学実践拠点（経済産業省） １０億円（６億円）

産学連携ソフトウェア工学実践事業（経済産業省） ２０億円（１０億円）

ソフトウェアエンジニアリングの高度化・実践

（経済産業省）３０億円（１６億円）

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
関
連
の

人
材
の
高
度
化 情報家電ｾﾝｻｰ・ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ活用技術の

開発（経済産業省） ５億円（５億円）

オープンソースソフトウェア活用基盤整備事業
（経済産業省） ９億円（９億円）

高
品
質
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発

応用

組込みソフトウェア
プラットフォーム

教育情報化促進基盤整備（経済産業省）４億円（４億円）

アジアOSS基盤整備事業（経済産業省）３億円（３億円）

ソフトウェア構築
状況の可視化
技術の開発普及
（文部科学省）

２億円(新規)

e-Society基盤ソフトウェアの総合開発 ８億円（９億円）

オープンソースソフトウェアの開発・普及

ITプラットフォームの
設計開発技術

セキュアプラットフォームプロジェクト
（経済産業省） １５億円（新規）

超高性能ﾃﾞｨﾍﾟﾝﾀﾞﾌﾞﾙｺﾝﾋ ｭ゚ｰﾃｨﾝｸﾞﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ開発（経済産業省） ２億円（新規）

超高性能ﾃﾞｨﾍﾟﾝﾀﾞﾌﾞﾙｽﾄﾚｰｼﾞ基盤技術開発（経済産業省） ２億円（新規）

高セキュリティ機能を実現する次世代OS環境の開発（内閣官房） ２億円（２億円）別の戦略重点科学技術
に含まれる関連施策
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次世代高効率ネットワーク
デバイス技術開発
（経済産業省）

ネットワークのオープン化（水
平展開技術）（異種ネットワー

クの連携・融合）

領域・分野
（個別技術）

基礎 応用

次世代バックボーンに関する
研究開発 （総務省）

次世代ネットワーク基盤技術に関する
研究開発（総務省）

成果の
受け渡し

連携

１４億円(新規)

３６億円(３２億円)
ネットワーク監視・制御技術

低消費電力

ダイナミックネットワーク技術の
研究開発（総務省）

２０億円(１８億円)

戦略重点科学技術

に含まれない関連施策

障害の検知及びネットワーク
犯罪の自動検出・回復・予防

デペンダブルなネットワー
ク・オペレーションシステム

フォトニックネットワーク技術に関する研究開発
（総務省）

ナノ技術を活用した超高機能ネットワーク技術の研究開発（総務省）

２億円(１億円)

戦略重点科学技術 ： 大量の情報を瞬時に伝え誰もが便利・快適に利用できる
次世代ネットワーク技術 【予算総額： 118億円 (136億円)】

３５億円(２８億円)

大容量ネットワーク

超高速ネットワーク

目標

１２億円(新規)

超高速ワイヤレスネットワーク

未利用周波数帯の開拓、周
波数の移行促進

周波数有効利用技術

移動通信システムにおける周
波数の高度利用に向けた要
素技術の研究開発（総務省）

注
(２２億円)

注
(３４億円)

注
(新規)

周波数の有効利用を可能とする適応
型衛星通信技術の研究開発（総務省）

未利用周波数帯への無線ｼｽﾃﾑの移行
促進に向けた基盤技術の研究開発開発
（総務省）

注
(新規)

電波利用ﾄﾗﾋｯｸを統計的に
実時間調査・伝達する技術
の研究開発（総務省）

注：１６３億円の内数
（電波利用料財源を予定）

※）平成19年度予算額には電波利用料財源予定分を含まない。

※）

【
個
別
政
策
目
標
】

●
世
界
一
便
利
で
快
適
な
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
実
現
す
る
。

【
主
な
成
果
目
標
】

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
幹
通
信
網
（バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
）
の
強
化
に
必
要
な
技
術
を
確
立
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
高
品
質
・高
信
頼

化
の
実
現
を
可
能
と
す
る
。

○
次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
等
を
先
駆
け
て
確
立
す
る
。

○
超
高
画
質
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
鑑
賞
や
携
帯
端
末
に
よ
る
高
画
質
の
動
画
鑑
賞
を
通
信
品
質
や
受
信
形
態
を
自
由
に
選
択
し

な
が
ら
安
定
し
て
行
え
る
次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
実
現
す
る
。

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
端
末
の
種
類
を
問
わ
ず
、
必
要
な
情
報
を
途
切
れ
な
く
提
供
す
る
た
め
の
次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
実
現
す

る
。

○
世
界
に
先
駆
け
て
、
未
利
用
周
波
数
帯
の
開
拓
や
周
波
数
有
効
利
用
技
術
の
高
度
化
を
図
り
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
ネ
ッ
ト
に

つ
な
が
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
環
境
を
実
現
す
る
。

○
電
子
・
光
技
術
を
活
用
し
た
高
速
・高
効
率
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
デ
バ
イ
ス
を
実
現
す
る
。
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戦略重点科学技術 ： 人の能力を補い生活を支援するユビキタスネットワーク利用技術
【予算総額： ５３億円 （４２億円）】

自律分散ネットワーク

領域・分野
（個別技術）

基礎 応用

成果の
受け渡し

戦略重点科学技術
に含まれない

関連施策

【大
政
策
目
標
】
イ
ノ
ベ
ー
タ
日
本
〜
革
新
を
続
け
る
強
靱
な
経
済
・産
業
を
実
現

【個
別
政
策
目
標
】
ど
ん
な
モ
ノ
で
も
情
報
で
つ
な
ぎ
便
利
に
利
用
で
き
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
端
末

（ス
マ
ー
ト
な
電
子
タ
グ
等
）
技
術
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
を
実
用
化
す
る
。

【主
な
成
果
目
標
】
○
電
子
タ
グ
等
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
技
術
を
活
用
し
、
生
産
・流
通
・消
費
を
跨
る
シ
ー
ム
レ
ス
な

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す
る
。

○

１
０
０
億
個
以
上
の
端
末
（
電
子
タ
グ
・
セ
ン
サ
ー
・情
報
家
電
等
）の
協
調
制
御
を
実
現
し
、

モ
ノ
と
モ
ノ
を
情
報
で
つ
な
ぎ
実
世
界
の
状
況
を
認
識
し
て
便
利
に
安
心
し
て
利
用
す
る
。

目標

ユニバーサル社会
の行動支援
プラットフォーム

連携

ユビキタスネットワーク（何でもどこでもネットワーク）技術の
研究開発（総務省）

２４億円（２１億円）

ユビキタスセンサーネットワーク技術に関
する研究開発（総務省）

４億円 （３億円）

電子タグの高度利活用技術に関する
研究開発（総務省）

７億円 （６億円）

情報家電の高度利活用技術
の研究開発（総務省）

８億円 （１億円）

自律移動支援プロジェクト
（国土交通省）

７億円（７億円）

アジア・ユビキタスプラットフォーム
技術に関する研究開発（総務省）

４億円 （３億円）

安全なユビキタス社会を支える基盤技術の研究
開発プロジェクト（文部科学省） ３億円（３億円）

センサーネットワーク

トレーサビリティ基盤

状況認識・状況適応
ミドルウェア

グローバル認証・認
可・課金管理（AAA)

タグ情報漏洩防止

響プロジェクト／高付加価値タグ開発
（経済産業省） （４億円）
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世界と感動を共有するコンテンツ創造及び情報活用技術 【予算総額：58億円(2億円)】領域・分野
（個別技術）

基礎 応用

○W
eb

上
及
び
非W

eb

上
に
あ
る
大
量
か
つ
多
種
な
情
報
を
、
個
人
が
簡
便
、
的
確
、
か
つ
安
心
し
て
収
集
、
分
析
で
き
る
次

世
代
の
情
報
検
索
・情
報
解
析
技
術
基
盤
を
構
築
す
る
。

○
超
高
精
細
映
像
（
８
０
０
万
画
素
ク
ラ
ス
）
に
つ
い
て
、
全
国
規
模
で
確
実
な
ラ
イ
ブ
配
信
を
可
能
と
す
る
。

○
２
０
１
２
年
ま
で
に
、
情
報
爆
発
時
代
に
対
応
し
た
超
巨
大
デ
ー
タ
の
戦
略
的
活
用
を
可
能
と
す
る
。

等

目標

情報の信頼性・信憑性

検証技術

大規模・超高速に情報を検索・解析する
技術開発及びそれを支える超高速並列
処理型コンピューティング基盤を備えた

次世代知的情報アクセス基盤技術の開
発（経済産業省）

電気通信サービスに関する情報信憑
性・信頼性技術等に関する研究開発
（総務省）

成果の
受け渡し

連携

３億円（－）

５０億円（ー）

知能創造技術

検索・解析技術

大規模分散システム

構成技術

戦略重点科学技術
に含まれない関連施策

ナチュラルコミュニケーション技術の研究開発（総務省）
5億円（5億円）

e-Society基盤ソフトウェアの総合開発（一部）（文部科学省）

超大容量映像・情報
構造化・マイニング技術

革新的実行原理に基づく超高
性能データベース基盤ソフト
ウェアの開発（文部科学省）

2億円（－）

コンテキスト高次化技術

クローリング技術

８億円（９億円）の一部

ユニバーサルコンテンツ技術の研究開発（総務省）
７億円（5億円）

超高精細映像の撮像・

転送・蓄積・表示システム

次世代型映像コンテンツ制作・流通支援

技術の研究開発 （総務省）
３億円（2億円）

多次元超臨場感再現技術の研究開発（総務省）

超並列像再生立体テレビシステムの研究開発（総務省）

情報分析技術

５億円（５億円）

2億円（2億円）
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ネットワークに係る
情報セキュリティ技術

領域・分野
（個別技術）

予防 事故対策

スパムメールやフィッシング等サイバー攻撃の停止
に向けた試行（総務省） 10億円（10億円）

情報処理に係る
情報セキュリティ技術

○
全
て
の
政
府
機
関
に
お
い
て
「政
府
機
関
統
一
基
準
」
が
求
め
る
水
準
の
対
策
を
実
施
す
る
。

○
重
要
イ
ン
フ
ラ
に
お
け
る

Ｉ
Ｔ
障
害
の
発
生
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
す
る
。

○
企
業
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
実
施
状
況
を
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
水
準
に
す
る
。

○
「
Ｉ
Ｔ
利
用
に
不
安
を
感
じ
る
」
と
す
る
個
人
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
す
る
。

目標

経路ハイジャックの検知・回復・予防に関する研究開発
（総務省） 3億円（2億円）

コンテンツ流通に係る
情報セキュリティ技術

コンピュータセキュリティ早期警戒体制の整備事業（経済産業省） 18億円（15億円※1）

企業･個人の情報セキュリティ対策事業（経済産業省） 14億円（15億円※2）

情報漏えい対策技術の研究開発
（総務省） 16億円(新規)

連携(ボット対策)

ボットの解析、駆除ツール開発等 (8億円(4億円))

不正アクセス行為等の抑止・拡大防止、脆弱性の分析等 (10億円(11億円))

根本的な問題解決等に繋がる新世代の情報セキュリティ技術の開発

安
全
・安
心
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備

安
全
・安
心
な

情
報
処
理
環
境
の
整
備

電子認証基盤構築のための調査研究等

企業等における自律的・継続的な対策を推進するための技術開発等

※１ うち、情報通信分野の戦略重点化科学技術に係る金額は１1億
※２ うち、情報通信分野の戦略重点化科学技術に係る金額は8億

戦略重点科学技術：世界一安全･安心なIT社会を実現するセキュリティ技術
【予算総額：６２億円(※３０億円)】
※平成1８年度予算額は戦略重点科学技術に係る予算のみ計上。
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